


































































































































































































Figure₃　A 児の TEM 図
Figure₄　B 児の TEM 図
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Figure₅　C 児の TEM 図
Figure₆　D 児の TEM 図
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声を上げた（SG1）のをきっかけに、それに B 児、C 児、
D 児が誘導されて注視が生まれ、A 児について遊戯
室中央に B 児が走り、その様子を注視していた C 児











ぶ D 児の行為が E 児を同じ行為へと誘導させ、E 児
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